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神 戸 大 学

キャリア形成支援部会長  
 近江戸伸子

人間発達環境学研究科・教授 　キャリア形成支援部会では、次の３つの活動を主体に行っています。キャリ
アカフェの開催、研究者人材バンク、メンター制度です。キャリアカフェは、
大学構成員のワーク＆ライフ・バランスや意識啓発等を主な目的に、昨年度は、
理系学部を中心に 4回開催し、のべ 80名が参加しました。3月末に医学部で
のカフェに参加した医療従事者からは、「仕事の目的とは何か、仕事と趣味は何

が違うかといったことを改めて考えなおす、良い機会になった。」という感想がありました。
今年度は、文系学部を中心にロールモデルの提示の企画があります。研究者人材バンクは、
理系女性博士号取得者の登録と登録者に対する就職情報の提供を中心に行いましたが、今年
度より、文系や男性研究者に対象を拡大し、広く神戸大学に役立つ人材情報を提供できるバ
ンクを確立し、登録者と大学構成員の需要と供給が満たされるようなバンクを目指します。
また、メンター制度についても、メンティがもっと気軽に多様なワーク＆ライフのコンビネー
ション等の相談ができるように、現在の登録メンター数は 40名ですが、新規メンターの人材
開拓、また若いメンティが相談しやすいような工夫を再検討しています。今後も、全大学構
成員にとって、仕事のしやすい環境づくり、制度の拡充のために、皆さまからのニーズをキャ
リア形成部会に積極的に伝えていただけますよう、お願いいたします。

2001年に農業・食品産業技術総合研究機構主

任研究員より、現・神戸大学人間発達環境学研

究科助教授として着任し、2011年より、現職。専

門は、植物環境学・植物染色体学。植物のゲノム・

染色体・遺伝子の可視化に関しての技術開発な

らびに、環境により変化する植物の多様な遺伝

現象に対する研究に取り組んでいる。写真はイ

スタンブールでの招待講演発表時に撮影。
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開催

決定 !

プログラム
13:00　　開会の辞

13:35　　神戸大学学長挨拶

13:10　　講演 1「Women and Science: New Frontiers, New Actors」

　　　　 Irina Bokova 氏 （ユネスコ事務局長）

14:00　　講演 2「My Scientific Career and Life Experience」（仮）

　　　　 Ingrid Scheffer 氏（メルボルン大学、ユネスコロレアル賞 2012 年アジア地区受賞者）
14:30  　 休憩（20 分）

14:50　　講演 3「女性研究者に対する支援ー国立女性教育会館の活動から」

　　　   内海房子氏 ( 国立女性教育会館理事長 )　
15:30　　パネルディスカッション

16:30　　男女共同参画貢献賞 /キャッチフレーズ・デザイン最優秀作品　表彰式

16:40　　閉会の辞

17:00　　懇親会 ( 於　さくら）

国際シンポジウム

男女共同参画推進のための取組み－セカンド・ステージセカンド・ステージへ
２３年度より、更なる男女共同参画の推進へ向けて、全部局より協力教員を各１名選出し、４部会を設置する体制がスタートしました。

各部局のニーズに対応した組織体制の構築を目指しています。今後順に、各部会：キャリア形成支援部会 、両立支援部会、

調査・教育・啓発部会、 加速プログラム運営部会についてご紹介していきます。

キャリア
形成支援
部会 

　- 平和 ・ 多様性 ・ 衡平 -

出光佐三記念六甲台講堂

　

11月 7日（水）      
日時

場所
　　１３：0０～１6：４５

イリーナ・ボコバ　

UNESCO 事務局長が
ご講演されます。

皆様、この機会に是非ご参加ください。
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着任教員のご紹介着任教員のご紹介

男女共同参画推進室シンボルマーク神戸大学　男女共同参画推進室
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1           
 TEL 078-803-5017／FAX 078-803-5285   分室  TEL ／FAX 078-803-5471
Email:  gnrl-kobestyle@office.kobe-u.ac.jp 
HP: http: //www.office.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/index.html

分室のご案内分室のご案内
男女共同参画推進室の分室にもお気軽にお立ち寄りください。

場所：自然科学総合研究棟 2 号館１０１号室場所：自然科学総合研究棟 2 号館１０１号室
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開催報告

着任教員のご紹介

　　理系志望の女子高校生のためのオープンキャンパス　　　　　　理系志望の女子高校生のためのオープンキャンパス

News!News!

年も神戸大学のオープンキャンパスの開催時期に併せて、理系学部への進学を希
望する女子高校生を対象にしたオープンキャンパスを実施しました。工学部志望者

向けプログラムを８月９日、理学部志望者向けプログラムを８月１０日に行い、両日で約
１７０名の女子高校生が参加しました。

今

■開会挨拶
■ウェルカムメッセージ
■女性教員による学部紹介
■女子学生によるキャンパスライフの紹介
■女子高校生＆女子学生のグループトーク

プログラム
※2日間とも

　同じ内容で実施

■工学部志望者向け　 
8 月 9日（木） 16 時 50 分～
　■理学部志望者向け　
8月 10 日（金）17 時 10 分～
　

開催日時 実際に大学生の話を
聞いたのは初めてで
した。大学生活につい
て詳しい話が聞けて
参考になりました。

女子の数が少ない　
ことを心配していまし
たが、先輩が十分楽し
い、と言っていたので
安心しました。

先輩が親身に質問に
答えてくれて、すごく前
向きな気持ちになれま
した。参加して本当に
よかったと思います。

参加者の感想参加者の感想

アンケートによると参加した
９割の女子高校生が「進路選
択の参考になった」と回答し
ています。中でも、現役の女子
学生と直接話ができるグルー
プトークが良かった、という意
見が多数ありました。

　神戸大学に着任してから半年が過ぎようとしています．大学での
日々は，研究や学生指導，研究室主催の国際会議，オープンキャンパ
スの企画やテレビ出演など，忙しくも楽しいことばかりでした．研究
について何か悩みを感じるとき相談できる先生方が居るのも，とても
ありがたいです．私が現在の場所に居るのは，周りの方々の温かいご
指導があってだと感じているので，私も神戸大学での機会を無駄にす
ることなく研究を進めるとともに，学生たちに研究の楽しさを伝えて
いきたいです．今後ともどうぞよろしくお願いいたします．

（ひでま　るり）
  東京農工大学大学院連合農学
研究科博士課程修了，博士（農
学）．  山形大学大学院理工学研
究科機械システム工学専攻にて
博士研究員． 2012年4月から，自
然科学系先端融合研究環重点
研究部助教．工学部応用化学科
粒子流体工学研究室に所属．

   鈴木　千賀
(すずき　ちか)

  名古屋大学大学院環境学研
究科博士後期課程修了、博
士（環境学）。高知大学特任
助教等を経て、2012 年 6月
より自然科学系先端融合研
究環重点研究部助教。教育
面では、同年後期も名古屋
大学大学院非常勤講師
（NUGELP）兼務。

　研究環に所属しつつ、工学研究科市民工学専攻の教員として研究活動を
進めております。市民工学は、いち教員いち研究室体制をとっており、助
教も例外ではなく、研究室の設営は勿論、実験室も独りでゼロから作り上
げるという作業が求められます。この様な中で、市民工学教員の皆様のご
協力、本プログラムの「メンター制度」は何より有り難いものです。「藻類
バイオマス利用」と言う市民工学では類を見ない自身の研究が今後どのよ
うに発展していくのか、ここが頑張りどころだと考えております。
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